


tovo plus〜あおもりの100家族、わたしたちのこれから。[season 5] No.051

今号（52家族目）のご家族 ▶加藤勇一さん、靜子さん、景子さん
撮影場所▶青森市浪岡下十川

 
【インタビュー】

●2011年３月11日のこと、憶えていますか？
▶勇一さん「おれはちょうど青森空港のそばを車で青森市方面へ走ってた

んだよ。車がガクガクと寄せられていくような感覚があった。」

▶靜子さん「12日に、東京に住む長女と１歳の孫が新幹線で来る予定だ
ったの。だから11日は午前中にバナナと、けの汁の材料を買いに行って

。地震の瞬間は１人でリビングにいて、怖いので庭に出て、やじろべえのように両手を広げてバ

ランスをとってみたけど、それ以上に揺れがひどくて。夕方、長女から『あした行くからね』っ

て電話が来て、私もそんなに大きい地震だとは思っていなかったので、『無理しなくていいよ』

なんて、のんきな話をしていました。」

▶勇一さん「その夜は停電で、ろうそくと、キャンプ用のランタン。まだ寒かったので、対流式の

ストーブを使って。」

▶靜子さん「朝炊いたご飯の残りを食べたんじゃなかったかな。」

▶勇一さん「後は早く寝るしかない。ラジオで津波が来たという情報は聞いたけど、あんなに大き

い津波だなんて思ってなかった。」

▶景子さん「私は当時むつ市に勤務していて、地震発生時は市役所にいました。揺れ始めた瞬間、

とっさに仕事用に持っていたカメラで写真を撮りまくって…。その後、仕事の都合で東通村に
行き、現地で避難所に寄りました。その頃、東通原発で定期検査が行われていて、全国から要員

が来ていた。避難所に福島の浪江町から来た作業員がいて、『家に電話してもつながらない』と

話していたのが印象に残っています。会社に戻ったら、隣家のおじいさんが、土鍋で炊いたご飯

でおにぎりを作って分けてくれて。その後、自家発電が動いている市役所に行ってテレビを見る

などしてから、帰宅したと思います。すごく星空がきれいだったのを憶えている。アパートは水

道と電気がだめで、ガスだけ点いたので、湯たんぽに入っていた水を沸かして、それで歯磨きし

ました。」

▶靜子さん「うちに電気が点いたのは12日の夕方。」
▶景子さん「私は携帯が全然通じなくて、実家と連絡がとれたのは12日だったと思います。妹も東
京に住んでいて、当日は会社に泊まったと。姉は12日に東京駅までは行ったんだって。」
▶靜子さん「新幹線が止まってることを知らなかったのかな。13日にはスーパーに生鮮食料品が全
然なくなりました。景子が何を食べているか心配で、長女たちに振る舞うはずだったけの汁を作

ったので景子に送ろうと、宅急便の営業所に行ったんですが受け付けてもらえず、それならむつ

まで車で届けようということになって。」

▶勇一さん「自分がガソリンスタンドの行列に並んで給油して。」



▶靜子さん「横浜町の道の駅で景子と落ち合って、けの汁を渡しました。」

 
●心境や生活の変化はありましたか？

▶勇一さん「災害時に何が必要かと考えて、対流式と反射式のストーブ、カセットコンロ、ブル

ーシート、銀マットなどを用意しました。ガムテープや電池など、気がついたときに、ちょこち

ょこ買ってます。」

▶靜子さん「避難所でのトイレの問題などを知って、紙おむつも買ってみたの。」

▶景子さん「災害など、他人事でなくて自分のこととして意識的にとらえるようになりました。震

災後に友人たちと鍋をしたことがあったんですけど、私が（汚れ防止に）テーブルに敷く新聞

紙を、敢えて震災前のものを選んでいたのが心に残った—と、のちに友人に言われました。その

ころ新聞は被災地の記事であふれていた。被災地の記事が載ったものを、使える心境ではありま

せんでした。」

 
●10年後のイメージは？
▶景子さん「どうなりたいかと言われると、結婚していたい（笑）。仕事オンリーじゃなくて、仕

事以外のつながりも充実させたい。あとは両親が元気でいてくれたらなと。」

▶靜子さん「自分の足で歩いて、自分のことは自分でしていたい。友だちと食べて笑って、趣味の

フラを踊って。（勇一さんを見て）あなたも８０歳でも野球を続けてちょうだい！」

▶勇一さん「８０歳野球は大変だね（笑）。でも仲間がいるというのがいい。仲間に負けないよ

うに、技術も健康もいつまでも持ち続けたい。時々は飲み会をしたいな。」

 
【取材後記】取材中、勇一さんと靜子さんは自らが体験したものとして、十勝沖地震（1968年）
や日本海中部地震（1983年）の記憶を、まるで１週間前のことを思い出すような雰囲気で語って
くれました。東日本大震災から５年が過ぎたけれど、tovoで会うどのご家族も、あの日の記憶は色
褪せていないと感じます。新聞紙のことを語る景子さんは、いまもあの胸の痛みを、リアルに宿

しているようでした。（今号No.051インタビューと撮影： 前田ふひと）
 
【寄付総額】2011年6月〜2016年4月30日まで「¥4,179,563」を、あしなが育英会「あしなが東日
本大震災遺児支援募金」へ寄付することができました。ご支援に深く感謝致します。

 
【定期購読のご協力を!】1年間の定期購読を承ります。1,800円(送料・寄付含)／1年間(12号)です
。このフリーペーパーは定期購読の皆様のご支援で発行されております。ご支援の程、宜しくお

願い致します。ご希望の方は、ウェブショップ（http://shop.tovo2011.com）よりお申し込みくだ
さい。

 


